
 

測定限界（抵抗測定） 
 測定限界は測定電流と測定可能な電圧からもとめることが

できます。 
例：サンプル膜圧またはチップリードなどから測定電流が１

０（ｍＡ）限界とします。試料の抵抗（リード間、ピン間）

が 
５００オームとすると磁界０の時の電圧は 
５００（Ω）×０．０１（Ａ）＝５（Ｖ） 
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概要 
 MR1210は、ヘリウム冷凍機を使用して低温、磁界
で薄膜試料の電気抵抗を測定する装置です。また、オ

ションにより室温から 600℃までの温度で測定するこ
ができます。測定は磁界の設定、温度設定を PC によ
自動設定して測定することができます。 
 

構成 
測定用 PC 
ADDAボード 

となります。－５（Ｖ）のバイアス電圧を印加し測定すると

測定感度は１マイクロＶで 
⊿Ｒ／Ｒ＝⊿Ｖ／Ｖ＝１Ｅ－６／５＝２Ｅ－５（％） 
の測定が論理的に可能です。本装置ではケースレー社製の

1pA限界の定電流電源を使用しております。また、目的に合
わせて、定電流源、マルチメーターを選択することもできま

す。その場合は別途御見積り致します。 
 

仕様 
測定磁界： 最大 10KOe 
測定電流：１（ｐＡ）から１２０（ｍＡ） 
測定電圧：１０（ｎＶ）から１０（Ｖ） 
試料サイズ：15ｍｍ×15ｍｍ 
コンタクト：リード線による接続 
測定法：４端子 
温度変化：4.2Ｋ～室温 
          室温～6００℃ 
測定項目：⊿V－Ｈカーブ、Ｉ－Ｖカーブ、⊿V／V 
測定データー：テキストファイル 
測定ソフトウェア：ＶＢ、ＯＳ：ウィンドウズ 98、98
お問い合わせは：e-mail info@hayama-net.to  2007/02/23
有限会社ハヤマ：960-8201：福島県福島市岡島字大戌ヶ森 13
http://www.kagaku.com/hayama 

GPIBボード 
電磁石 
電磁石電源 
ガウスメーター 
冷凍機 
コンプレッサー 
温度コントローラー 
測定用定電流電源 
バイアス定電圧電源 
ディジタルマルチメーター 

測定ポイント 
  ダイナミックレンジを上げるために測定時バイアス電
圧Ｖを印加し⊿Ｖを測定しております。 

測定原理（抵抗変化測定） 
 今、仮に測定サンプルの抵抗をＲ（Ω）とします。 
測定電流をＩ（Ａ）とすると測定電圧はＶ＝Ｉ×Ｒとな

ります。磁界を印加して抵抗が⊿Ｒ低くなったりすると

そのときの電圧も⊿Ｖだけ変化します。 
Ｉ×（Ｒ－⊿Ｒ）＝Ｖ－⊿Ｖより⊿Ｒ／Ｒ＝⊿Ｖ／Ｖ 
となります。 
すなわち、電圧変化の測定が抵抗率の測定になります。

 

 
番地 TEL024-536-4626：FAX 024-531-5465 


